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1 接続制御設定とは 
接続制御設定とは、任意の Master に特定の Terminal だけを接続させる機能です。 

 

マルチホップ対応 PLINE の Master は、新たに接続できる Terminal を常に検索しており、発⾒した場合は自動

で接続します。 

しかし、同じ電⼒線内に Master を複数設置して、複数のグループを作りたい場合、そのままでは Terminal は

どの Master に接続するか、わからない状態になります。 

 

接続制御設定は、接続させたい Terminal を Master に登録することで、グループを分けることができます。 

 

 
接続制御設定を使ったグループ分けのイメージ図  
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2 設定手順 
（1）Master と接続したいすべての Terminal を電源に挿し、自動接続により接続する。 

（2）Master と PC を LAN ケーブルで繋ぎ、PLINE サポートツール（マルチホップ用）を起動する。 

※PLINE サポートツールの起動の仕方は、「PLINE サポートツール取扱説明書（マルチホップ用）」の 

3 章「サポートツールの接続・起動」を参照。 

（3）接続制御設定画面を表示する。 

 
（4）有効チェックボックスにチェックを入れる。（①） 

（5）「登録 Terminal の MAC アドレスリスト」に Master に登録したすべての Terminal の MAC アドレスが 

表示されていることを確認する。 

（6） ボタンを押す。（②） 

（7）「接続先 Terminal の MAC アドレス」に「登録 Terminal の MAC アドレスリスト」の 

すべての MAC アドレスが移動したことを確認する。（③） 

（8）保存ボタンを押す。（④） 

（9）Master を再起動する。 

（10）⼀度、接続制御設定画面を閉じ、再び、サポートツールの接続確認ボタン⇒接続制御設定ボタンの 

順に押し、接続制御設定画面を表示する。 

（11）「接続先 Terminal の MAC アドレス」に設定した MAC アドレスが表示されていることを確認する。 

以上で設定は完了です。 

  

③ 
② 

①  

④ 
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おことわり 

記載内容の⼀部を予告なく変更する場合がありますので 

予めご了承願います。 
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